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13.V ia∩a-Bドayモデ ル によ る リエ ン トラ ン ト転移 に 関す る研究
東北大 ･工 白倉 孝行 猪苗代 盛
強 磁性 (F)ボ ン ドと反強磁 性 (AF)ボ ン ドの混晶 系 で､ その相 互作用 の
大 きさの違 いが リエ ン トラ ン ト転移 の原因 とな りうるか どうか を調 べ るた め に
V ia∩aとB㍗ay (1985)によ り提 出 された厳密 に解 け るモデ ル (V
-Bモデ ル )につ い て詳 し く三周べた . V-Bモデル では ､AFボ ン ドが Fボ ン
ドよ り弱 い場 合 には ､温 度 を高温 か ら下げ た と きに､常磁 性 (P)一強磁性 (
F)-混 合 (M)-SG相 と変 わ る リエ ン トラ ン ト転移が多 重臨 界点近傍 で起
こ り得 ることが 示 され る｡逆 に ､ AFボ ン ドが Fボ ン ドよ りも強 い甥合 には ､
多 重臨 界点近 傍 で p-SG-M-F相 と転 移 す ることも示 され る｡
p-F-M-SG転移 の場合 の p-F転移 の臨 界指数 (P,J,g )とM-
sG転移 の臨 界指数 (卜 (',ど)が求 め きれた O低 温相 で否.安 定 な レプ リカ
い (p-F, y-『, 6-8～)こ とが知 られ対 称解 では､
??????? ???
てい るが ､ ここでは 低温 相 でも解 を安 定 にす るた めに Parisi(1980)
の レプ リカ対称 性 の破 れ を導入 して三周べた ｡ p-F転移 での臨界指数 は ､普通
の分子場 理論 でよ く知 られた結果 (β = 1/2, r- i,8-3)を得 るが ､
リエ ン トラ ン ト転移 (M-SG転 移 )では 声 -3/4, 才- 1, 訂こて/3
とな り､異 な る結果 が得 られ る ことがわか るO しか し､ どち らの場合 もスケ ー
リン グ関係式 『-lg(ど-1)は満 足 してい る ｡
磁 場 中転移 に関 して も､ リエ ン トラ ン ト転移 が生 じ るか どうか に依存 して ､
そ の振舞 いが 定性的 に変化す る ことが 示 され る｡
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